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本
邦
中
世
に
於
け
る

『
詩
』

学
の
動
向

住

吉

朋

彦

 

『
詩
』

に
は
、

孔

子
或

は
そ

の
継

承
者

に
よ

っ
て
聖
典

と
し

て
刷
定

さ

れ
、

爾
来
学

究

の
対
象

と

し

て
種

々

の
解
釈

が
与

え
ら
れ

て
き

た
経
過

が

あ

る
。
唐
土

に
於

て
は
元

四
家

に
よ

っ
て

そ

の
経
文

が
伝

え
ら

れ
た

と
云

う
。

即

ち
、

韓
、

魯
、

斉

の
三
家

と
所

謂

「
毛
詩
」

が
そ

れ

で
あ
る
。

こ

の
う

ち
漢

の
毛
亨

、
毛

蔑

が
伝

え
た

「
毛
詩

」
が
他

を
圧

し

て
通
行

し
、

故

に

「
毛
詩

」

の
称

を

以

て

『
五
経

』

の

一
に
数

え

る
。

『毛

詩

』

は
経

文

の
他

に
子
夏

の
撰

(即

ち
孔

子
直

伝
)

と
伝
え

る

「
詩

序
」

と
、

毛
亨

撰

『
毛
詩
詰

訓
伝

』

(所
謂

「
毛

伝
」
、
以
下

こ
の
略

称
を

用

い
る
)

の
注

を

伴

う
。

更

に
漢
唐

間

諸

家

の
注

釈

の
中

か
ら
鄭

玄

撰

『
毛

詩

鄭

箋
』

(所

謂

「
鄭

箋
」
、

以

下

こ
の
略

称

を
用

い
る
)

を
注

と

し

て
、

孔
穎

達

撰

『
毛
詩

正
義
』

を
毛

鄭

両
注

に
対

す

る
疏

と
し

て
併

せ
読

み
解

く

の
が

一
般

的

な
解

釈

法

と
し

て
認

め
ら

れ
る
郷
勢

と
な

っ
た
。

つ
ま
り
、

一
経

文

に
対

し
て

「詩

序

」

『毛

伝
』

『鄭

箋
』

を
具

え
、

こ
れ
ら

を
整
合

的

に

読

み
解

く
こ
と

が

『
正
義

』
以

下
後

学

の
課

題

と
し

て
遺

る

と
云
う

、
複

雑

な
様
相

を
呈

す

る

に
至

っ
た
。

し
か
も

『
毛
伝

』

と

『
鄭
箋

』

は
そ

の

説

く
所

必

ず

し
も

一
致

を
見

ず
、

『正

義
』

に
於

て
さ
え

両
注

の
吻

合

を

示

し
得
ず

、
解

釈

の
統

一
を
放

榔

し

て
し
ま
う
箇

所

が
間

々
見
受

け
ら

れ

る
。

こ

の
唐

代
迄

の
煩

珀

な
学
況

に
対

し
て
、
宋

代

に
入

る

と
欧
陽

修

に

よ

っ
て

『
毛

伝
』

『
鄭
箋

』

へ
の
盲

従

が
廃

さ

れ
、
更

に
蘇

轍

等

に
よ

っ

て

「
詩
序

」

そ

の
も

の

に
疑

い
を
向

け

る

『
詩
』

観

が
浮

上
し

、
鄭
樵

は

『
詩
弁

妄
』

を
著

し

て

「
詩

序
」

全
体
を

退
け

、

こ
れ
を

受

け
た
朱

嘉

は

「
詩
序

」
を

採

ら
な

い
立
場

か
ら

『
詩
序

弁
説
』
を
著

し
、
そ

の
説

に
沿

っ

て
注
釈

書

『
詩
集

伝
』

を
著

し

た
。
同
注

は
、

そ

の
訓
詰

に
就

て
見

れ
ば

多

く
毛

鄭

の
そ
れ

に
依
拠

す

る
も

の
の

一
応

は

こ
れ

ら
を

も
絶

対
視

せ
ず

、

各

詩
篇

成
立

の
由
縁

を
経
文

の
解

釈

か
ら
独
自

に
導

き
出

し
、

以

て

「詩

序

」
に
替

え
る
方

法
を
採

っ
た

の
で
あ
る
。
以
降

は
朱
子
学

の
盛

行

に
伴

っ

て
経

文

と
朱

注

を
以

て
す

る
解
釈

法
が
有

力

と
な

り
、
唐

代

以
前

の
旧

注

に
対

し

て
新

註

と
呼
称

し

、
並
び

行

わ
れ
る
情

勢

と
な

っ
た
。

 

唐

土

に
於
け

る
学
説

の
変

動

は
本
邦

に
於

け
る

『
詩
』

享
受

の
様

相

に

も

そ

の
痕

跡
を

止

め

て

い
る
。
本

稿

で
は
主

に
中

世
期

の
新
註

享

受

の
動

向

を
追

っ
て

一
条
兼
良

の

『詩
』

享
受

に
説

き
及
び

、
そ

の
位

置

を
測

ろ

う

と
試

み
る

も

の
で
あ

る
。
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『
詩
』

は
、

早
く
古

代
学
制

中

に
そ

の
書
名

が
見

え

る
。

即

ち

『令

』

「
学

令
」

に

 

 
凡

教
二
授

正
業

・
、
周

易
、

鄭
玄

・
王
弼

注
、

(注

略
)

尚
書

、

孔
安

 

 
國

・
鄭
玄

注
、

三
禮

・
毛
詩

、
鄭
玄

注
、

左
傳

、
服

度

・
杜
預

注
、

 

 
孝
経

、

孔
安

國

・
鄭
玄

注

、
論

語
、

鄭

玄

・
何

嬰

注
。

(句

読
点

訓

 

 
点
稿

者
、

以
下
同

じ
)

と
あ
り
、

毛
伝

の

『詩

』

に
鄭
注

を
併

せ
読

む
形

が
既

に
行

わ
れ

て

い
た

も

の
と
知

ら

れ
る
。

又

『日
本

国

見
在
書

目
録

』

は

「
詩

家
」

部

に

 

 
韓
詩

外

傳
十

巻
騰
嬰
、

毛
詩

廿
巻

辮

燗
臥
翻
寿

繹

注
毛

詩

廿
巻

、

周
詩

 

 
十

巻
聾

、
毛

詩
譜

序

一
巻
榔
難

撰
、

毛
詩

序

略
議

一
巻
、

毛

詩

周
南

 

 
郡

南
篇

決

一
巻
、

毛

詩
義

疏

十

四
巻

防
純

毛

詩
義

疏

二
巻

、

毛
詩

 

 
草
木
魚

轟
疏

二
巻
灘

、

毛
詩

正
義

四
十

巻
轟

、
毛

詩
述

議

晋
巻
灘
舷
、

 

 
毛
詩

不
忘

記
六
巻

、
毛
詩

私

記
十
巻

、
毛

詩
音
義

一
巻
繍

。

 

 

(私

に
音

仮
名

を
略

し
た
。

右
肩

に
*
を
付

し
た
書

名

は

『階

書
』

 

 

「経

籍
志

」

に
も

見

ゆ
)

計

十

五
種

の

『
詩
』
注

を
著
録

し

て

い
る
。

そ

の
殆

ど

が
六
朝

以
前

の
注

釈

と
見

ら
れ

る
が
、

『
毛

詩

正
義
』

や

陸
善

経

注

と
云

っ
た
、
唐

代

の
注

釈

書

も
既

に
将

来

さ

れ

て

い
た

と
知

ら

れ

る
。

『見

在
書

目

録
』

中

に
見

え
る
典
籍

の
う

ち
、
今

日
亡
侠

し

て
伝

わ
ら

な

い
も

の
も
多
く

実
情

は
必

ず

し
も

明
ら

か
で
は
な

い
が
、
十

三
種

迄
が

「
毛
詩

」

を
冠
称

し
、

こ

こ

で
も

そ
の
優
位

は
明

ら

か
に
示

さ
れ

て

い
る
。

六
朝

の
諸

注

が
多

く
将
来

さ
れ

て

い
た

こ
と
は
注

目

に
値
す

る
も

の

の
、
敦

れ
も

『
毛
伝

』

の
枠
組

を
出

な

い
注
釈

と
思

し
く
、

こ
の

『見

在
書

目
録
』

の
著

録

は
蓋

し
当
代

の
学

況
を
反
映

す

る
も

の
で
あ

ろ
う
。

 

藤
原

頼
長

は
久
安

元
年

(
一
一
四

五
)
か
ら
同

四
年

に
か

け

て

『
毛
詩

』

二
十
巻

を
数
度

読

み
返

し
た

と

『台

記
』

に
記

し

て
お
り
、

こ
れ
も

『毛

伝

』

に
拠

る
と

い
う
意
味

で
は

『学

令
』

や

『
見
在
書

目
録

』

の
域

を
出

る
も

の

で
は
な

い
。

し

か
し

『
宇
椀

記
抄

』
仁

平
元

年

(
=

五

一
)

九

月

二
十

四
日
条

を

見
る

と
、 

「
宋

國
商
客

劉
文

沖
」

と

の
交
渉

を
記

し

て

「書

二
要

書

目

録

一
賜

一一文

沖

、

此
書

之
中

若

有

レ
所

レ
得

、

必

可

卜
付

二
李

便

一
進
迭

ー
之
旨

、
仰

含

了
」

と
述

べ
て

い
る
が
、

そ

の
書

目
中

の

『詩

』

に
関

す
る
部

分

に
は
次

の
よ

う

に
あ

る
。

 

 
繹

註
毛
詩

、
詩

義
音

辮
、
義

疏

、
詩

學
、
物

性
門

類
、

草
木

魚
贔

疏

、

 

 

草
木

魚
轟

口

、
問

答

、
異

同

詳

、
表

隠
、
述

義

、
會

道

、
自

得

、
繹

 

 
義

、
纂
義

、
詩

諦
。

こ

の
う

ち

の
多

く

は
六

朝
、

唐

代

迄

の
著
作

と
判

明

す

る

が
、

例

え
ば

「
物
性

門
類

」

は

『
宋
史

』

「芸

文

志
」

に

「毛

詩
名

物
性

門
類

八
巻

」
、

『
通
志

』

「芸

文
略

」

に

「
毛

詩
物

性
門

類

八
巻

」
、

陳
振

孫

の

『直

斎
書

録
解
題

』

に

「
詩
物

性

門
類

八
巻

」

と
著

録

さ
れ
、

陳
氏

は
宋

の
陸

佃

の

著

作

と
推

定

す

る
等
、

宋

代

の
成

書

と

思
し

い
。

又

「詩

學
」

は

、

『宋

史

』

「
芸
文

志

」

が

「
萢

庭

義
詩

學

】
巻
」

と
著

録

す

る
所

の

】
書

に
当

た

る
と
す

れ
ば
、

こ
れ
も
宋

代

の
著
作

と
見
倣

さ

れ

る
。

実
際

頼
長

が

こ

れ
ら

の
典
籍

を
手

に
し

得

た
か
否

か

は
別

と

し

て
、

こ
こ

に
宋

粟
本

将
来

本

格
化

の
機

運
を

認

め
る

こ
と
は

で
き

よ
う
。

只

「
詩
序

」
を

去

る
宋
代

新

風

『
詩
』

学

の
移

入

に
関

心
を

絞

っ
て
見

る

と
、

『宇

塊

記
抄

』

の
書

目

に
そ
れ

を
見
出

す

こ
と

は
難
し

い
。

既

に
触

れ

た
宋
代

成
立

の
両
書

に

し

て
も
、

そ

の
所

説

は
今
侠

し

て
伝

わ
ら
ず
、

こ
れ
を
窺

い
知

る
こ
と

は

で

き
な

い
が
、

『
詩
学

』

に
就

て
云

え
ば
、

同

じ

く
萢
処

義

の
撰

に

か
か

る

『
詩
補

伝
』

が

「
詩

序

」
を
尊

重

す
る
立

場

に
あ

る
か
ら

こ

れ
と
同

様

か

と
想

像

さ

れ
、

『毛

詩

名
物

性

門

類
』

も
字

義

の
穿

難
を

そ

の
主

眼

と

一23一



す

る

の
で
あ
れ
ば

「
詩
序

」

に
異
を

立

て
る
も

の
と
は
考

え

に
く

い
の

で

あ

る
。

『
宇

椀

記
抄

』

の
書

目

は

、
同

記

に

「
件

目

録

先
年

爲

召

一他

宋

人

…、
成

佐
書

レ
之

」

と
あ

る

か
ら
、

独

り
頼

長

の
学

識

の
み

に
拠

る

も

の
で
は
な

い
が
、

大
枠

と
し

て
旧
注

『
詩

』
学

の
域

に
止

ま

っ
て
お
り

、

既

に
登

場
し
て

い
た
新

風

『詩

』
学

の
摂
取

に
は
そ
れ
程

積
極
的

で
な

か

っ

た

と
断
ぜ

ざ

る
を
得

な

い
。

『宇

塊

記

抄

』

に
引

く

「
詩

義

音
辮

」

は
、

『
通
憲

入
道

書

目

録
』

第

二
櫃

に
も

「
詩

義

音

辮

五
帖

摺
本
」

と
誌

さ

れ

て

い
る
が
、

他

の
著

録
、

同
名
書

の
伝
存

を
見
ず

、
従

っ
て
そ

の
実
態

は

測

り
難

い
。

只
そ

の
書
名

か

ら
冠
称

の

「
毛
」
字

を
去

る
こ
と

は
宋
代

の

新

し

い
傾
向

で
あ

り
、
宋

代

の
著

作

な

る
こ

と
は
想

像

さ
れ
る
。

と
す

れ

ば
宋
粟

本

に
よ

る
宋
代
文

献
将

来

の
事
実

を
誌

し
た

こ

と

に
な

り
、
頼

長

の
企

図
が
現
実

の
も

の
と
な

り

つ

つ
あ

っ
た

こ
と
を

示
し

て

い
る
と
も

見

ら

れ

る
。

『
通
憲

入
道

書

目
録

』

は
他

に
第

二
櫃

に

「
繹

注
毛

詩

四
巻
、

毛

詩

音
義

三
巻
」

と
、

又

第

百

四
櫃

に

「
毛

詩

上
秩

+
葛
、

同
下

秩

卜
易
」

と
誌

し

て
お
り
、
新

渡
宋

粟
本

宋
代

文
献

を
含

み
な

が
ら

基
本
的

に
旧
注

『詩

』

学

の
域

か
ら
脱
し

な

い
情

況

は

『宇
塊

記

抄
』
書

目

と
同

じ

で
あ

る
。

但

そ

れ
が
現
実

の
蔵
書

と

し

て
存

し
た

こ

と
も

こ
こ

に
記

し
て

お
く
必
要

は

あ

ろ
う
。
と
も
あ

れ
、
本
邦

古

代

に
於

け

る

『詩

』
享

受
を

概
観

す

れ
ば

、

そ

の
末

期

に
宋
代

文
献
摂

取

が
始

ま

っ
た
と

は
云
え

、

「詩

序
」

『
毛
伝

』

を
疑

い
、
或

は
退
け

る
方

法

を
採

る

『
詩
』
学

は
未
だ
行

わ

れ
て

い
な

か

っ

た

も

の
と
推

定

さ
れ

る
。

 
仁

治

二
年

(
一
二
四

一
)
宋

よ
り
帰

朝

し
た
聖

一
国

師
円

爾
弁

円

は
内

外

典

を
問
わ
ず

数
多

く

の
典

籍

を
将
来

し

た
と

云
わ

れ
、

そ

の
書

目
を

『普

門
院
経

論
章

疏
語
録

儒
書

等
目

録
』

に
よ

っ
て
窺

う

こ

と
が

で
き
る
。

今

こ

の
う

ち

に

『
詩
』

に

関

係

す

る

典

籍

を

索

め

る

と
、

陽

の

函

に
ω

「
(纂

圖

互

注

)

毛

詩

二
朋

」
、

@

「
呂

氏

詩

記

五

冊

」
、

雲

の

函

に
の

「
毛

詩
句

解

三
朋
」

、
⇔

「
毛
詩

三
朋

」
、

菓

の
函

に
㈱

「
毛
詩

註
疏

七

朋
」

の
計

五
点

を
拾

い
出

す

こ
と
が

で
き

る
。
ω

は
、

「纂

圖

互
注

周
易

」

マ

尚
書

」

「
・
禮

記
」

マ

春
秋

」
「
・
周
禮
」
と
共

に
収

蔵

さ
れ
て
お
り
、

所
謂

「
纂

図
互
注

本
」
の

一
で
あ

ろ
う
。

現
在

台
北

の
故
宮

博
物

院

に
宋

粟

本

『
纂

図
互
注

毛
詩
』

二
十

巻

が
収
蔵

さ

れ
て

い
る
が
、

こ
れ

に
同
じ

と

す

れ
ば
、

『毛
伝

』

『鄭

箋
』

の
他

に
陸

元
朗

(徳

明
)
撰

『
経

典
釈

文
』

と

侠
名

氏

に
よ

る

「
互

注
」

(
『
春
秋

左

氏
伝

』

『
礼
記

』
等

他

経

と

の
連

絡

照
応

を
示

す
)

と

を
付

刻

し
た

も

の

で
、

「詩

序

」

の
示

す
解

を
敷

術

し

て

い
く
方

向

に
あ

る
注
釈
書

と

云
え

る
。
@

㈲

は
後
述

す
。

ω

は
如

何

な

る

注
釈

を
伴

っ
た
も

の
か
判

然

と
し

な

い
が

、
『毛

伝
』

に
拠

る

も

の
と
思

わ

れ
る
。

㈱

は
、
当

該

の
目
録
中

で
も
ω
～

ω

と
筆
蹟

が
異

な

る
部
分

に

属

し
必
ず

し
も

円
爾

の
将
来

品

と
想
定

す

る

こ
と
は

で
き
な

い
が
、
現

在

足
利

学
校

遺
蹟

図
書
館

に
宋

粟
本

『付

釈
音

毛
詩

註
疏
』

二
十
巻

が
収

蔵

さ

れ

て

お
り
、

こ
れ

に
同

じ

と
す

れ
ば

、
『毛

伝
』

『
鄭

箋
』

に

『経

典

釈

文
』

と

『毛
詩

正
義

』
を
合

刻

し
た

も

の
で
、
普

門
院

で

は
最

も

一
般

的

な

形

の

「
注
疏

本
」

を
も
収

蔵

し

て

い
た

と
見

ら
れ

る
。

ω

口
㈱

は
敦

れ

も
唐

代

以
前

の

『詩

』
学

、
若

し
く

は
そ

の
延
長

上

に
あ

る
注
釈

書

で
あ

り

、
そ

の
意
味

で
は
古
代

以
来
移

入

さ
れ

て
き

た

『詩

』
学

と

立
場

を
異

に
す

る
も

の
で
は

な

い
。

但
、

恐
ら

く

は
宋

粟
本

が
将
来

さ
れ

つ

つ
あ
る

現
象

の

一
端

を
示

し

て

い
る

も

の
と
し

て
注
目

に
値

す
る
。

@

は
呂
祖

謙

撰

『呂

氏
家
塾

読
詩

記
』

を
指

し
、

現
在

そ

の
原
本

が
宮
内

庁
書

陵

部

に

伝

存
す

る
。

該
本

は
欠
筆

の
状

況

や
そ

の
字

様

か
ら
南

宋
孝

宗

朝

(
=

六

三
～

八
九

)
建
安

刊
本

と
推

さ
れ
、

宋
粟

本

の
将
来

品

と
し

て

は
早

い

実

例

に
属

す
。

同
書

の
体

裁

は
、

「詩

序

」

と
経

文

を
立

て

こ

れ

に

『
毛

一24一



伝
』

以
下
諸

注

を
併

引
し

、
末
尾

に
呂
氏

の
案

語
を
付

載

す
る
形

と

な

っ

て

い
る
。

こ
の
体

は
呂
祖
謙

が

「
詩
序

」

に
信

を
置

く
立
場

に
あ

る

こ
と

に
由

来

す

る
。

し

か
し

一
方

で
呂
氏

は
諸
注

の
中

に
欧
陽

修
、
朱

嘉

等
宋

代

諸
家

の
注

を
も

引
用

し
、

『
毛
伝
』

『
鄭
箋
』

を
絶

対
視

し
な

い
態

度
が

示
さ

れ
て

い
る
。

こ

こ
に
漸

く
宋
代

『
詩
』

学

の
新

風

が
本
邦

に
齎

さ

れ

る
契
機

が
認

め
ら

れ

る
の

で
あ

る
。
の

は
、

現
在
静

嘉
堂

文
庫

に
李

公
凱

撰

『新
刊

直
音

傍

訓
纂
集

東
莱

毛
詩
句

解
』

二
十
巻

の
宋

彙
本

が
収

蔵

さ

れ

て
お
り
、

こ
れ

に
同

じ
と

す
れ
ば

、
呂
祖
謙

(
東
莱
)

の
注

を
平

易

に

説

く
内

容

で
あ

り
、
同
書

将
来

の
価

値
は
@

の
場
合

に
準

ず

る
も

の
と
考

え
ら

れ

る
。

『
普
門

院

経
論

章

疏
語

録
儒

書
等

目
録

』

に
著

録

さ
れ

た
諸

典

籍
が

当
代

の
学

況
を
直

接

に
反
映

す
る

と
は
断
定

で
き
な

い
が
、

宋
粟

本

の
将
来

が
宋
学

の
新
風

を
齎

し

つ
つ
あ

る
大
勢

を
象
徴

し

て

い
る

こ
と

は
否

め

な

い
事
実

で
あ

ろ
う

。

『詩

』
学

に
就

て
見

て
も

そ

の
素

地

が
生

ま

れ

つ

つ
あ

っ
た

こ
と
が
認

め
ら

れ
る
。

し

か
し

「
詩

序
」

そ

の
も

の
を

退
け

る
朱
烹

の

『
詩
』

学

の
移
入

は
、

こ

の
段
階

に
至

っ
て
も
未

だ
顕

然

化
し

て
来

な

い
。

同

目
録
が

『
四
書

』
の
朱

嘉
注

を
種

々
著
録

し

て

い
る

の

と
比

べ
て
、

『
詩
』

を

含

む

『
五
経
』

に
対

す

る
朱

子
学

派
諸

注

の
将

来

が

}
歩

を

譲

る
状

況

に
あ

っ
た

こ
と
は
注

意

さ
れ
な

く

て
は
な

ら
な

い
で

あ

ろ
う
。

 

こ
の
他

の
、
本

邦

に
伝
存

す

る
宋
元
粟

本

『詩

』

注
釈
書

の
多

く

は
そ

の
将
来

時

期
を
特

定

す
る

こ
と

が
で
き

な

い
。
朱

嘉

の

『詩

集
伝

』
系

の

典
籍

に
限

っ
て
云

え
ば

、
鎌
倉
期

以
前

の
将
来

を
示
す
材
料

は
管

見

に
入

っ

て
い
な

い
。
宋

の
輔
広

撰

『
詩
童

子
問
』
二
十
巻

は
朱
注

を
輔
翼

し

て
成

っ

た
注

釈
書

で
、

そ

の
元
至

正

四
年

(
一
三
四

四
)
刊

本
が

宮
内

庁
書

陵
部

に
伝

存

す
る

が
、
該

本

に
は
文

安

四
年

(
一
四

四
七
)

の
識
語

が
加

え

ら

れ
て
お
り
、
伝
本
か
ら
確
認
さ
れ
る
朱
注
の
将
来
と
し
て
は
早
い
実
例
に

属
す
。
又
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
に
伝
存
す
る
元
の
許
謙
等
撰

『詩
集
伝

音
釈
』
二
十
巻
の
元
至
正
十
二
年

(
=
二
五
二
)
刊
本
や
、
尊
経
閣
文
庫

に
伝
存
す
る
元
の
劉
理
撰

『詩
集
伝
通
釈
」
二
十
巻
の
元
至
正
十
二
年

(
=
二
五
二
)
刊
本
に
も
室
町
期
の
書
入
が
存
す
と
云
い
、
敦
れ
も
室
町

期
以
前
の
将
来
品
と
思
し
い
。
唐
土
に
於
け
る
朱
子
学
の
権
威
化
に
伴
う

元
朝
の
朱
注
開
離
の
余
波
が
、
本
邦
で
は
室
町
期
に
な
っ
て
か
ら
本
格
的

に
及
ん
で
き
た
も
の
ら
し
く
、
こ
の
郷
勢
は
次
章
以
下
に
述
べ
る
具
体
的

な
朱
注
享
受
の
事
例
と
も
時
期
と
し
て
略
合
致
す
る
所
で
、
室
町
期
に
於

け
る
朱
嘉
流

『詩
』
学
の
一
般
化
を
準
備
し
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
に
足

る
と
云
い
得
よ
う
。

二

 

 

応
安

八
年

(
=
二
七

五
)

二
月

二
十

七
日

、
北

朝

は
前

年

の
後

円
融

天

皇

即
位

に
伴

い
年

号
を

「
永
和
」

と
改

め

た
。 

『
後
深
心

院

関
白

記
』

同

日

条

に
拠

れ
ば
、

こ

の
改

元
定

に
際

し
て
柳

原
忠

光
が

「
寛

永
」

の
年

号

案

を
勘

進

し
、
退

け
ら

れ
た

と
云
う
。

忠
光

が
引

い
た

「
本

文
」

は
次

の

如

き

も

の
で
あ

っ
た
。

 

 
毛

詩

日
、
考

レ
葉

在

レ
澗

、
碩

人
之
寛

、
濁

課
籍

言
、

永
矢

弗

レ
設

。

 

 
註

日
、
碩
大

、
寛
廣

、
永
長

、
矢

誓
也

。

(傍
点
稿

者

)

「
考

葉

」

は

『詩

』
「
衛

風
」

に
収

め

る

一
篇

で
、

そ

の
経

文

の

「
寛

」

「
永

」

二
字
を
採

っ
て
年

号
案

と

し
た
も

の
で
あ

る
。

忠

光

は
注

を
引

い

て

「
寛

」
が

「
廣

」

な

る

こ
と
、
「
永
」

が

「
長
」

な

る

こ

と
を

意
味

す

る

と
云

う

訓
詰

を
挙

げ
、

「
寛

永
」

の
含

意

を

も
同
時

に
示

し

て

い
る
。

忠
光

が
拠

り

所
と
し

た

「
碩

」
「
永

」
「
矢

」
三
字

の
訓
詰

は
既

に

『
鄭
箋

』

一25一



に
示

さ
れ

た

も

の
で

あ

る
が
、

「
寛

廣

」

の
解

は

『
毛
伝

』

『
鄭
箋
』

『正

義
』

に
見

え
ず

、
他

の
三
字

の
解

と
連
綿

す

る
形

で
朱

嘉

の

『詩
集

伝
』

に
見

え

る
。

こ

の
点

を

含

め

て
、

「
寛
永

」

案

が
退

け
ら

れ

る
経
緯

に
就

て
は

『迎

陽
記

』
改

元
部

類

の
同
日

条

に
記

さ
れ

て
お
り
、

次

に
こ
れ

を

挙
げ

て
少

し
く

検
討

を
試

み

る
。

 

 
寛

永

事

モ
有

二
沙
汰

一。

毛

詩
考

藥

篇

、

ー
刺

卜
荘
公

不

レ
能

レ
織

一
先

 

 
公

之
業

一、

使
中
賢

人
退

而
窮
庭

f
之

文
、
尤

不

快

面

ζ
・
了
。
洞
院

 

 
中

納
言

申

云
、

今

度

勘

文
引

來

蓋

注
被

レ
奏

レ
之
。

如

二
彼

之

無

レ
刺

 
 
分

一、
正
義
又
如
レ然
。
只
鄭
玄
礁
騨

翻

之
.。
有
・、不
レ㈱
騨

之

 

 
上

者
、
無

二
子
細

一歎

云
-
。
錐

レ
然

別

當

不
二
甘
心

一
難

レ
之

。
藤

中
納
言

 

 
錐

レ
爲

二
勘

進
字

一、
依

レ
有

二
此
難

等

一
頻
述

・所
存

一
。
朱

注
引

文

理

 

 
珍
敷

様
候

。

凡
可

レ
然
字

難

レ
得

之
聞

、
e
於

二
朱

入

公

一
者
、
近

代
名

人
随

而
如

二
御
談
義

曾
瀬

レ
講
二
此

注
書

…
之
聞

、

向

後
年

號

引

文
爲

一.

傍
例

一。
今
度
有

二
存
聞

一
勘

二
進
此

注

ぞ

、

陳
謝

之

分

存
レ
可

レ
然
欺

。

 

 
レ
但

不

レ
能

レ
縫

二
先

行

之

業

「文
、

於

・・代

始

一殊

不
快

、

朱

注
初

度

 

 
引

文
又
不

二
甘
心

・
者

了

。

傍

線
部
ω

は

「
考
葉

」
篇

の

「詩

序
」

を
引

く

も

の
で
、
同

篇

の
主
意
を

、

衛

の
荘

公
が

父
武
公

の
業

を
継

が
ず

賢
人

を
退

け

て
窮
乏

せ
し

め
た
事

を

刺

る

と
定
め

て

い
る
。
傍

線
部

の

に
あ

る
如

く
、

こ
れ
が
代

始

の
改
元

に

は
不
適

当
と

し
て

「
寛
永

」
案

が
退

け

ら
れ

る

一
つ
の
要

因
と

な

っ
た
。

注

目
す

べ
き

は
、
勘

者
忠

光

が
陳
ず

る

に

「朱

注
引

文
」

を
以

て
し
た

こ

と

で
あ

る
。

こ

の
こ
と

は
単

に
忠
光

が
朱

注

を
引

い
て
勘
文

を
認

め
た

こ

と
を
指

す

の
み

で
な

く
、

「
考

築
」

篇

に
対

す

る
朱

嘉

の
解

そ

の
も

の
に

関

わ

る
。 

『詩

集
伝

』

は

一
篇

を
解

し

て
次

の
如

く

に
述

べ
て

い
る
。

 

 
詩

人
美
ド
賢
者

隠

一庭

澗
谷

之
聞

「
、
而
碩

大
寛
廣

、
無

一威

威
之
意

一
、

 

 

錐
二
濁
課

而
宿

言

一、

猶
自

誓
其

不
ー
レ
忘

・此

樂

一也

。

先

述

の
如

く
、

『
詩
集

伝

』

が
示

す

「
碩

大
、

寛
廣

、
永

長

、
矢

誓

、
譲

忘

也

」

の
訓

詰

の

一
部

は

既

に

『鄭
箋

』

の
説
く
所

で
あ

っ
た
。

し

か
し

朱

嘉

は

こ
の
訓
詰

を

用

い
乍

ら
、

一
篇

を
、

賢
者

を
美

む

る
詩

に
読

み
替

え

て

い
る
。

忠
光

は

こ

の
解

に
拠

っ
て

「寛

永
」
案

を
勘

進

し
た

の
で
あ

り
、

だ

か
ら

こ
そ
経
文

の
傍

に

「
註

日
」
以

下
を
引

い
て
そ

れ
を

明
示

し

た

の

で
あ

ろ

う
。

洞

院

公
定

が

「
今

度

勘
文

引
來

蓋

注
被

レ
奏

レ
之

」

と

述

べ
た

の
は
、

こ

の
間

の
消

息

を
踏

ま

え

た

云

い
方

と

見

ら

れ

る
。
但

「
正

義

又
如

レ
然
」

と

す

る

の
は
、
 

『毛

詩

正
義
」

が

「
詩

序

」
を

敷
衛

し

て

 

 

作
二
考

葉

詩

「者

、
刺

-
荘

公

 也
。

刺

二
其

不

「
レ
能

下
纏

二
其

先

君
武

 

 

公

之
業

・、

修

レ
徳

任

ー
レ
賢
。

乃
使

三
賢

者

退
而

終

二
庭

於

澗

阿

・
、

 

 

故
刺

レ
之

。

と

す

る

こ
と

か
ら
、

公

定

に
誤

解

が
あ

る

よ
う

に
も

思
わ

れ

る
が

、

『鄭

箋
』

の
如

く

「
寛

然
有

二
虚

乏

之

色

・
」

と
し

て

「
寛
」

字

に
大

人

の
窮

状

の
意
を

見
出

し
、
経

文

か
ら
直

接

に
荘
公

の
失

政
を
読

み
取

ろ
う

と
す

る
解

を

『
正
義

』

は
採

っ
て
お

ら
ず
、

公
定

が

「
只
鄭
玄

注
評

二
判
之

こ

と
云

う
意
味

は
理
解

で
き

る
。

公
定

は

「寛

」
字

の
訓
詰

そ

の
も

の
を
拠

り
所

と

し
て

「寛

永
」
案
を

支
持

す

る
立
場

に
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

一
方

、

忠
光

が
朱

注
を

以

て
勘

進

し
た
背

景

に
傍
線

部
@

の
如

き
判
断

が

あ

っ
た

こ
と
も
重

要

で
あ

る
。

確

か

に

『花

園
天
皇

震
記

』

に
は
朱
嘉

撰

『
論

語

集
註

』

を
用

い
た
談
義

等

が
散

見

せ
ら

れ
、

禅
林

に
於

て
も

『
四
書

』

の

解

に
就

て
は

『
四
書
集

註

』

に
拠

る
と
云

う
郷
勢

が
動

か
し

難

い
も

の
と

な

っ
て

い
た
。

『
詩
集

伝
』

を

用

い
た
談

義

が
実

際

に
行

わ
れ

た
否

か
は

別

と

し

て
、

こ

の

『
迎

陽
記

』

の
記

述

は
、

『
詩
』

学

に
就

て
も
朱

注

が
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問

題

と
さ
れ
、

そ

れ
が

一
般
化

し

つ
つ
あ

る
様
相

の

一
端
が
図

ら
ず

も
顕

現

し

た
も

の
と
見

ら
れ

る
。
但

、
忠

光
自
身

が
朱

注

に
拠

る

べ
き

を
強
く

主

張

す
る
こ
と

に
よ

っ
て
そ

の
学
識

を
明

確

に
す

る
も

の
で
は
な

い
か
ら
、

新
年

号
治
定

の
過

程

に
於

て
は
旧

注

の
解

と
新

註

の
解

と
が
蛆
酷

を
来

す

原
因

に
迄
議

論

が
及

ぶ
こ

と
は
な

い
。

つ
ま

り
別
解

を
容

認
す

る
か
否

か

の
判

断

は
経

学

上

の
立

場

か
ら

下
さ

れ

て

い
る

の
で

は
な

い
し
、

『
迎
陽

記
』

の
「朱

注
初

度

引

文
不

・甘

心

一
者
」

と

云
う
記

述

に
は
、

朱

注
採

用

に
対

す

る
反
作

用

の
力

も
働

い
て

い
た
こ

と
が
見

え
る
。

従

っ
て

こ
の
事

例

か
ら
朱
嘉

流

『
詩
』

学

の
浸
透

を
云

う

こ
と

に
は
、
猶

躊
躇

せ
ざ

る
を

得
な

い

一
面

が
遺

る
。

 

不

二
和
尚

岐
陽

方
秀

が
著

し

た

『
碧
巖

録
』

に
対

す

る
注
釈
書

の

『碧

巖
録

不

二
抄

』

(以
下

「
不

二
抄
」

と
略
称

す
)

に
も

又

『詩

集

伝
』

の

援

用
が

見

ら
れ

る
。

『
碧

巖

録
』

第
六

十

二
則

の
雪

實

重
顕

の
頒

に
、

次

の
如

く
あ

る
。

 

 

看

看
。

古

岸

何

人
把

一釣

竿

'。

雲

再

再
、

水

漫

漫
。

明

月
藍

花

君

 

 

自
看

。

「釣

竿
」

は
禅
家

が
後

学

を
導

く
為

の
手
段

を

云

い
、

「
明
月

藍
花
」

は
、

共

に
白

い
物
、

相
映

じ

て
自

体

の
差
別

が
消

え
去

っ
た
状

況

を
云

う
。

と

す
れ
ば

、

「
雲
再

再

、
水

漫

漫
」

は
模

糊

た

る
同

質
性

を
表

徴

す

る
語

と

解

き
得

よ
う
。

円
悟

克
勤

は

「水

漫

漫
」

の
句

に
著
語

を
下

し

て
次

の
よ

う

に
云

う
。

 

 

左

レ
之
右

レ
之

、
前

遮
後

擁
。

『
不

二
抄
』

は

こ
の
円
悟

の
著

語
を

更

に
注
解

し

て
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。

 

ω
雅

、
裳

裳
者

華

云
、
左

レ
之

左

レ
之

、
君

子
宜

レ
之

。
右

レ
之
右

レ
之

、

 

 
君
子

有

レ
之
。

維

其
有

レ
之
、
是

以
似

レ
之
。

 
@
朱

日
、
此

天
子

美

諸

侯

一
之
僻

也
。

蓋
以
答

一
謄
彼

洛
 

一也
。

 
㈲

言
其

才
全

徳
備

、

以
左

レ
之

則
無

レ
所

レ
不

レ
宜

、
以
右

レ
之
則

無

レ
所

 

 

レ
不

レ
有
、
維

其

有

二
之

於
内

・、
是

以
形

・之
於

外

・者

、
無

レ
不

レ
似

其

 

 
所

レ
有

也
。

 
口

不

二
日
、

如
今

只
謂

把

レ
竿

之

人
、
左

右
有

一
再
再

之

雲
、

漫

漫
之

 

 
水

一耳

。

不
三
必
如

二
乎
詩

注

一。

 

 

(改
行

稿
者

)

ω

は

『
詩

』

「
小
雅

、
甫

田
之

什

(『
詩
集

伝

』

で

は
北

山

之

什

)
、
裳

裳

者

華
」
篇

の
経
文
中

の

一
章

で
あ

り
、
@

は

「裳

裳
者

華

」
篇

全
体

に
対

す

る

『詩

集

伝
』

の
解

、
の

は
ω

の
章

に
対

す
る

『詩

集
伝

』

の
注

で
あ

る
。
@

中

の

「
謄

彼

洛
 

」

も

『
詩
』

の

一
篇

で
、

『
詩

集
伝

』

は

こ

れ

を

「
諸

侯

美

天

子

己

と
解

す
。
「
裳

裳

者
華

」

は
こ

れ

と
対

で
、
各

章

「
天

子

美

一諸

侯

」

む

る

も

の
と
説

か

れ

る
。

従

っ
て
ω

の
章

は

、
秀

れ
た
諸

侯

を
左
右

に
置

け
ば

宜

し
く

又
事

足

り

て
、

諸
侯

の
内

実

が
優

れ

て

い
れ
ば
外

威

も

こ
れ

に
似

る
、

の
意

と
解

さ
れ

る
。

こ

の
脈

絡

で
云

え

ば

「
左
之

」

「
右

之
」

は
併

せ

て
囲

ま
れ

て

い
る

こ
と
を

意

味

す

る
語

と

な

る
。

こ

の
解

は
先
述

し

た
雲
賓

の
頒

に
下

さ
れ

た
著
語

の
解

と
し

て
も

適

合

す

る
も

の
と
認

め
ら

れ

る
。

岐
陽

が
ω

を
付
言

す

る

の
は
当
該

の
語

が

『詩

』

を
典

拠

と
す

る
も

の
で
は

な

い
こ
と
を

明
示

す
る

為

で
あ
り

、

逆

に
云

え

ば
、

『
不

二
抄

』

が
語

義

を
取

り

出
す

為

に

『
詩
』

と

そ

の
注

を
援

用

し

て

い
る

こ
と

は
明

ら

か

で
あ

る
。

『詩

』
篇

か

ら
正

し

く
語

義

を
取

り
出

す
為

に
は
注
釈

者

の

『詩

』
観

に
照

ら
し

て
そ

の
注
釈

を
読

み

解

い
て
行

く

必
要

が

あ

り
、

『
不

二
抄
』

が

「
左

之
右

之

」

の
語
釈

に
直

接

関

わ

ら

な

い
回

を

引

く

の

は

こ

の
点

に
対

す

る
配
慮

と
見

ら

れ

る
。
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実

際

に
旧
注

の

「裳

裳
者

華
」

篇

の
解

は
、
「
詩
序

」
が

 

 
刺

二
幽

王

・也

。
古

之

仕
者

世

緑
、
小

人
在

レ
位

則
識

譜

並
進

、
棄

賢

 

 
者

之
類

一
、
絶

二
功

臣
之

世

一焉

。

と
規

定

す

る

所

か

ら

敷

衛

す

る
為

に
、

「
左

之

」

以
下

の
各

句

に
就

て

『
毛
伝

』

は

 

 
左

陽
道

、
朝
祀

之
事

。
右
陰

道

、
喪
戎

之
事

。

と
し

て
臣

下

の
職

掌

を
指

す

も

の
と

云

い
、
「
似

」
字

を

「
嗣
也

」

と
解

し
、
古

の
明

王

の
時

に
各

の
職
掌

に
従

っ
て
大
功

あ

っ
た
賢
臣

達

の
業
を

継

承
す

る
子
孫

を
幽

王

が
退

け
、
詩

人

は
こ
れ
を

嘆
き
刺

る

と
注
釈

を
加

え

て

い
る
。
新

旧

両
注

の

「
左

之
」

「
右

之
」

解

は
全

く
別

で
あ
り

、

そ

の
根
源

は

一
篇

の
解

自
体

の
相
違

に
あ
る
。

旧
注

に
於

て
は

「
詩
序

」
が

先

行
し

て
各
句

解

が

こ
れ

に
従
属

す

る
構
造

が
見

ら
れ
、

新
註

は
新

註

で

朱

嘉

の

『
詩
』

観
、

或

は
そ

の
背

後

に
抱

い
て

い
た
哲
学

と

の
整
合

を
目

指

し

て
解

釈

を
加

え

て

い
る

の
だ

か
ら
、
引

用
者

が
語
義

を
取

り
出

す
為

に
は
少

な
く

と
も
拠

り
所

と
し

た
解
釈

者

と
そ

の

『
詩
』

篇
全

体

の
脈
絡

に
注
意

を

払

わ
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
で
あ

ろ
う
。

『
不

二
抄

』

の

『詩

集

伝

』
援

用

の
在

り
方

は

そ
う
云

っ
た
面

で
整

理
が
成

さ

れ

て
い
た

と
評
価

す
る

こ
と
が

で
き

る
。

 

先

に
述

べ
た
永
和
度

改

元

の
記

録

に
見

え
る

『詩

』
篇

解
釈

の
在

り
方

は
、
形
骸

化

し
た
典
拠

採

択

に
際

す

る
、

云
わ
ば

場
当

た
り
的

な
性
格

が

伴

い
、

そ

こ
に
経
学

上

の
厳
密

さ
が
要

請

さ
れ

て

い
た

わ
け

で
は
な

い
。

『
不

二
抄

』

の
主
眼

は
、

儒
仏

の
差

こ
そ
あ

れ
、

聖
典

の
解
釈

に
置

か

れ

て
お
り
、

そ

の
真
摯

な
注

釈

へ
の
取

り
組

み
と

は
自

ら
蓬

庭
が

あ

っ
て
然

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。
本

章

に
挙
げ

た

二

つ
の
事

例

の
間

に
は

そ
う
し

た
背

景

の
差

が
あ

る
。

し
か
し

朱
烹

『
詩
』

学

の
浸
透

と

い
う

観
点

か
ら

す
れ

ば

、

岐
陽

の
如

き
学
匠

が
輩
出

し

て
初

め

て
漸

進

し
来

っ
た
も

の
と
思

わ

れ

る
。
本
邦

中

世

に
於

け

る

『詩

』
学

の
展
開

の
中

で
も

や

は
り
禅

林

の

経
学

が
与

っ
て
力
あ

っ
た

も

の
と
見

て
、

恐

ら
く

は
正
鵠

を
失

わ
な

い
で

あ

ろ
う
。

三

 

 

『詩

』
篇

の
解

釈
方

法

に
就
き
新

旧
両

注

の
際
立

っ
た

相
違

が
見

ら

れ

る
点

と

し

て
、

「
詩
序

」

の
扱

い
の
他

に
、

所
謂

「
六
義

」

の
立

て
方

が

挙
げ

ら

れ

る
。
今

特

に

「
賦
比

興

」

の

三
者

に
就

て

こ
れ

を

見

れ

ば
、

『
詩
』

「
大
序

」

の

二

日
風
、

二
日
賦

、
三

日
比
、

四

日
興
、

五

日
雅
、

六

日
頒
」

に
対

す
る

『
毛
詩

正
義
』

の
疏

述

に
は
次

の
よ

う

に
あ

る
。

 

 

賦
云

レ
鋪

陳

今
之

政
教
善

悪

一、
其

言
通

正
攣

・、

兼

一
美
刺

・也

。

 

 

比
云

レ
見

今
之
失

・
、
取

比
類

一
以
言

レ
之
、
謂

刺

詩

之
比

也

。

 

 

興
云

レ
見

「今
之

美

一
、
取

善
事

・
以
勧

レ
之
、
謂

美

詩

之

興

・也

。

 

 

(改
行

稿
者

)

こ

れ

に
対

し

て

『
詩

集
伝

』

は
「
周

南

、
葛
箪

」
の

「
葛

之
輩

分

、
施

干

中

谷

・
、
維

葉
萎

萎
。

黄
鳥

干

飛
、

集

一一子
灌

木

、
其
鳴

階

階
」

の
章

を

「
賦
也

」

と
し

て

 

 
賦

者
敷

一一陳
其
事

'而
直

言

之
者
也

。

と

云

い
、

「
周
南

、
轟

斯

」

の

「
轟

斯

羽
、
読

読

号
、

宜
爾

子
孫

、
振

振

分
」

の
章

を

「比

也
」

と

し
て

 

 

比
者
以

二
彼
物

・
比

一此
物

一也
。

と
云

い
、

「
關

關
雌

鳩
、

在

河

之

洲

・。
窃

雍

淑
女

、
君

子

好
速

」

の
章

を

「
興
也
」

と

し

て

 

 

興
者
先

言

他

物

一、

以
引

起

所

レ
詠

之
詞

・也

。
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と

云
う
。

『
毛

詩

正
義
』

の
解

で

は
美
刺

の
主

題
が

先
ず

あ

っ
て
、

こ
れ

を

謳
う

為

の
手

法
と

し

て

「
賦

比

興
」

が
立

て
ら

れ

る
。

『
詩
集

伝
』

の

解

で

は
、
修

辞
法

そ

の
も

の
の
問
題

と
し

て

「賦

比

興
」
を

立

て
る
。
従

っ

て

「
葛
輩

」

の
如

き
、

『
毛
伝

』

は

「
詩
序

」

に

「
可
ド
以
蹄

一安

父
母

、

化

一
天
下

一
以
中
婦

道
」

と

あ

る

に
拠

っ
て
各

章

を
后

妃
徳

行

の
讐
喩

と

捉

え

て
初
章

は

「
興
」

と

す

る
が
、

『詩

集

伝
』

は
そ

の
叙

法

に
従

っ
て

「
賦
」

と
立

て
、

そ

こ
か
ら

『
詩
』

篇
全

体

の
解

を

導
く

べ
き

筋
合

の
も

の
と
し

て
機
能

さ
せ

よ
う
と

し

て
い
る
。

本
邦

室
町

期

の
鴻
儒

と

さ
れ

る

一
条
兼

良

は
、

そ

の
著

作

『
四
書
童

子

訓

』

で

『
大
学
』

「
伝

三
章
」

に

引

く

『
詩
』

「
衛
風

、
漢

奥
」

篇

を
注

釈

す

る
中

に

「
賦

比

興
」

の
別

を

説

い
て
次

の
如

く
述

べ
て

い
る
。

 

 
詩

ヲ
作

二
賦

比
興

ト
テ

三
ノ
髄

ア
リ

。
其

事

ヲ
ア
リ

ノ

マ

・
二
云

ハ

 

 
賦

ノ
艦

ト
云
。
花

ヲ
雲

二
比

シ
、
月

ヲ
泳

ニ
タ
ト

へ
、
恩

ヲ
天
地

二

 

 
比

シ
、
澤

ヲ
雨
露

ニ
ナ

ラ

フ

ル
類

ハ
比

ノ
髄
也

。
今

此
漠

奥

ノ
詩

ノ

 

 
如

ク
、
策

竹

椅
猜

タ
リ

ト
云

テ
其
詞

二
付

テ
君

子
學

問

ノ
進

ム

ス
カ

 

 
タ

ヲ
云

ヤ
ウ
ナ

ル
膿

ヲ

ハ
興

ノ
詩

ト
云
也

。

興

ハ
詞

ヲ
引

ヲ

コ
ス
心

 

 
也
。

賦

ト
比
ト

ヲ
兼

タ

ル
カ

興

ニ
テ
ア

ル
也
。

是

モ
本
注

、
新

注

ノ

 

 
心

カ

ハ
レ
リ
。
本

注

ノ
興
ト

云

ハ
新

注

ノ
比

ナ
リ
。

新
注

ノ
興

ハ
本

 

 
注

ノ
比

ナ
リ
。
其
事

ハ
詩

ヲ

注

セ

ン
ト

キ

ニ
委

ク

シ

ル
ス

ヘ
シ
。

既

に
見

た

よ
う

に
、

「
賦

比
興

」

に
関

す

る
新

旧
両

注

の
対

応

は
兼
良

の

云
う
程

に
短
絡

的
な

も

の
で
は
な

い
。

し

か
し
兼
良

の
説

く
新

註

の

「賦

比

興
」

は
朱
嘉

の
説
を
概

ね

正
し

く
敷
衛

し

た
も

の
と
見

ら

れ
、
兼

良

が

朱

嘉

の

『
詩
』

学

に

一
定

の
理
解

を
示

し

て

い
た
こ
と

が
知

ら
れ

る
。
但

こ
れ

は

『
大
学

』

と
云
う
、

新
註

で
立

て

る
経
籍

を
対
象

と
し
た

注
釈
中

で

の
詞

で
あ

り
、
兼

良

の

『詩
』

享
受

の
様

相

を
知

る
上

か
ら

は
猶
他

の

著

作

の
検

討
を

要

す
る
。

 

『
日
本

書
紀

』
神

代
巻

の
所

謂

「
天
孫

降
臨

」

の
段

に
、

「
葦

原
中

國
」

に
就

て
次

の
よ
う

に
云
う

。

 

 
然
彼

地
多
有

二
螢
火

光
神

及
蝿
聲

邪

神

・、

復
有

草
木
威

能
言

語

。

 

 
故

高
皇
産

簸

尊
召

一一集

八
十
諸

神

而
問
之

日

、
吾
欲

レ
令

レ
擁

本

葦

 

 
原

中
國

之
邪
鬼

。
當

遣

レ
誰

者
宜

也
。

(下

略
)

こ

の
中

の

「
蝿

聲

邪
神

」

に
就

て
、

兼

良

は

『
日
本

書

紀
纂

疏

』

(
以
下

「
纂
疏

」

と
略

称

す
)

で
次

の
よ

う

に
注
釈

し

て

い
る
。

 

 
蕾

説

云
、
邪
魅

衆

多

、
如

'夏

月

蒼

蝿

一也

。
今

按

レ
詩
、

日
、
ー
螢

螢

青

蝿

、

止

・干

棘

一
。
誕

人

岡

レ
極

、

交

齪

四

國

・
。

説

者

謂

、

ー
青

蝿

 
 
汗

臓
能
攣

一'白
黒

。
レ
王

好

レ
聴

・一識
言

、
故
以

・青
蝿

飛
聲

・
比

レ
之
。

 
 
今

邪
氣

害

レ
物
如

・蝿

脚

汗

一
素

吊

・。

又

ー
螢

螢
往

來

飛
聲

、
齪

一
人

 
 
聴

一也

。

傍
線

部
ω

は

『
詩

』
「
小
雅

、

青
蝿

」
中

の

一
章
、

傍
線

部

09

は
同

篇

に

対
し

て

『
詩
集

伝
』
が

そ

の
成

詩

の
所
以

を
説

い
た
次

の
注

釈

に
見

え

る
。

 
 
詩

人

以
㍉

王
好

一
レ
聴

・
識

言

一
故
、
以

青
蝿

飛

聲

一
比

レ
之
、
而
戒

レ
王

 
 

以
勿

レ
聴
。

傍
線

部

@
⇔

は
同

篇

の
「
螢

螢

青

蝿
、
止

一手

奨

一
。
宣

弟

君
子

、
無

レ
信

二
諦

言

」

の
章

に
対

す

る

『詩

集
伝

』

の
次

の
注
釈

中

に
見

え
る
。

 
 

比
也
。

し
螢

螢
往

來

飛
聲

、
齪

「入

聴

-也

。
¢
青
蝿

汀
臓
能

攣

・-白
黒

「
。

 
 

(下
略

)

『纂
疏

』

は
王
権

を
害

す

る

「
蝿
聲

邪

神
」

を
説

く

に

『
詩
』

の
讐

喩

を

以

て
し
、

そ

の
注

解

を
利

用

し

て

『
日
本

書

紀
』

を

も
解

く
。

「
薔
説

」

が
単

に

「
衆

多
」

の
貌

と
す

る

の

に
対

し
、

蝿

の
属
性

と
し

て

「
飛
聲

」

を

引

き
得

て
、

よ

り

細

密

に
照

応

を

示

し

て

い
る
。

『
詩

集

伝

』

で

は
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「
往

來

飛
聲
」

の
解

は

「
螢

螢
」

の
語

に
与

え
ら

れ

た

も

の
だ
が

、

『
毛

伝

』

は

こ

の
語

を

只

「
往
來

貌

」
と

す

る

の
み

で
あ

る
。

「
螢

」
字

に
音

声

の
意

の
訓
詰

を
汲

む

こ
と
は

既

に

『経

典
釈

文

』

に

「
螢

如

レ
字
、

説

文

作

レ
讐

、

云
二
小
聲

・
也
」

と

見
え
、

又

欧
陽

修

の

『詩

本
義

』

に

「
螢

螢

然

往
來

飛
聲

、

可

一以
齪

人
之

聴

」

と
も

あ

る
。
欧

陽
説

は

『
呂

氏

家

塾

読

詩
記
』

に
も
引

か
れ
、

『
詩
集

伝
』

の
所

説
も

こ
れ

に
拠

る

と
見

ら

れ
る
が
、
兼

良

は

『詩
集

伝

』

の
参

照

に
よ

っ
て
唐

宋
間

の
注

釈

の
進

展
を

そ

の
注

釈
中

に
取

り
込

み
得

た
。

更

に
訓
詰

ば

か
り

で
な

く

『詩

集

伝

』

が

「
青

蝿
」
篇

か

ら
読

み
取

っ
た
主
意

を

も
踏

ま
え

よ
う

と
す

る

こ

と

は
傍

線
部

㈲

の
引

用

に
見
え
、

そ

の
意
味

で

は
前

章

で
触

れ

た

『不

二

抄

』

の
引

用

の
在

り
方

と
同

様

で
あ

る
。

「纂

疏

』

は
又

『
日

本
書

紀

」

神

代
巻

の
所
謂

「海

宮
遷
幸

」

の
段

の

「
一
書

」
中

に

 

 

是
後
豊

玉

姫

果
如

其

言

來

至
、

謂

'
火

火
出

見

尊

日
、

妾

今

夜

 

 
當

レ
産

。
請
勿

レ
臨

レ
之
。
火

火
出
見

尊

不
レ
聴
、
猶

以

レ
櫛

燃

レ
火
視

レ
之
。

 

 
時
豊

玉
姫

化
爲

八
尋
大

熊
鰐

・
、
飼
旬

逡
地

。

と
あ

る
文

章

の
う

ち
、

「
大
熊

鰐

」

の
語

に
注

釈

を
加

え

て
次

の
よ
う

に

述

べ
て

い
る

 

 
鰐

加

能
川字

'
、
則
魚
色

如

'
玄

熊

'也

。
又

鰐
生

'・百
卵

'、

子

孫
衆
多

 

 

之
祥
。

詩

日
、
ー
維

熊
維

罷

、
男

子
之
祥

。

蓋
e
熊

罷
陽

物

、
在

レ
山

 

 
彊

力
壮

毅

、
故

爲

男

子
之
祥

。
豊

玉
姫
臨

産

期

・
化

熊

鰐

、

 

 
在

レ
由

哉
。

傍

線

部
ω

は

『
詩
』

「
小

雅
、

斯

干
」
中

の
句

で
、

傍
線

部

@

は

こ
れ

に

対

す

る

『詩

集

伝
』

の
注

釈

を

反
映

す

る
も

の
と
思

わ

れ

る
。

『詩

』

で

は
夢
占

に
於

て
熊
罷

を
男

子
出
生

の
証
と

す
る

こ
と
を

云

い
、
注

は

そ

の

理
由

を
明

か
す
。
朱

注

は

『
鄭
箋

』

に

「
熊

罷
在

山
、

陽
之
祥

也

」

と
あ

る
の
を
受

け

て

「
彊
力
壮

毅

」

と
補

っ
て

お
り
、

こ
れ

を
以

て

『
纂
疏

』

は
火
火
出

見
尊

の
子
、
産

波
激

武
鶴

鵡

草
葺

不
合
尊

(神

武

の
父
)

の
属

性

を

も
暗

示
す

る
。

『
詩

集
伝

』

は
、

上
述

の

「
賦

比

興
」

説

に
も
見

ら

れ
た
如

く
、

「詩
序

」

の
枠

を
外

し

て
経

文
自

体

の
解
釈

に
重

点

を
置

き
、

先

行

の
訓

詰

に
基

づ

き
乍

ら

経
文

の
表

徴
性

を
汲

み
出

す

こ
と

に
意

を
用

い
て

い
る
。

『纂

疏
』

は
詞

の
合
致

を
契

機

と
し

て
朱
嘉

の
方

法

を
借

り
、

讐
喩

的

に

『日
本

書
紀

』

の
解

を
説

こ
う

と
し

て
お

り
、

単

な

る
訓
詰

の

解

説
や
典

拠

の
指

摘

で
は
な

く
、

経
文

の
解

釈
方

法
自
体

を
導

き
入

れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
の

こ
と
は

『詩

集

伝
』

を
対

象

と
し

て

の
み
顕

れ
る

現
象

で
は
な

い
が
、
兼

良
が

朱
嘉

の

『
詩
』

学
を

構
造
的

に
享

受
し

て

い

た
痕

跡

と
受

け
と
め

る

こ
と
が

で
き

る
。

 

し

か
し
兼
良

の

『詩

』
享

受

は

一
に
新

註

を
用

い
る
も

の

で
は
な

い
。

『令

』

「
賦
役
令

」

に
課
役

の
免
除

対
象

を
規

定

し

て
次

の
よ
う

に
云

う
。

 

 
凡
孝

子
、
順
孫

、
義
夫

、
節
婦

、
志
行

聞

於

國
郡

・
者
、

申

太
政
官

。

 

 
奏
聞

表

二
其
門

閻

、
同

籍
悉

免

一
課

役

一。

有

一精

誠

通

感

者

、

別

 

 
加

優
賞

。

こ
の
中

の

「
節
婦

」
の
語

に
就

て

『令

義

解
』

は
次

の
よ
う

に
注
釈

す

る
。

 

 
衛
共

姜
、
楚

白
姫

之
類

、
節
婦

也
。

更

に
こ

の
中

の

「
衛

共
姜

」

に
就

き
、

『令

抄

』

は
次

の
よ

う

に
、

そ

の

典
拠

を
示

す
。

 

 
毛
詩

柏
舟
詩

云
、
柏

舟

、
共

姜
自

誓
也

。
衛

世
子

共
伯

早

死
、
其

妻

 

 
守

レ
義

。

父

母

欲

・
奪

而

嫁

一
レ
之
、

誓

而

弗

レ
許

。

故

作

二
是

詩

一
以

 

 
絶

レ
之
也

。

こ
れ

は

『
毛
詩

』

「都

風
、

柏

舟

」

の

「
詩

序

」

を
引

く

も

の

で
あ

る
。

『詩

集

伝
』

は

同
篇

に
就

き

、

「
母
也

天

只
、

不

諒
人

只

」

の
句

が

あ

る
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こ

と
か
ら

 
 

不

レ
及

レ
父
者

、
疑

時
猫

母
在
、

或
非

交

意

耳

。

と

し

て
、 

「
詩
序

」

が

「
父
母

」

と

す

る
を

採

ら
な

い
。 

『
令

抄

』

が

「
毛

詩
」

と
す

る

こ
と
か

ら
も
、

こ

こ
で
は

一
に
旧
注

に
拠

る

と
見

て
よ

い
。

「
柏
舟

」

の
引
用

は
既

に

『
令
集
解

』

に

 
 

毛
詩

日
、
衛

恭
伯

早
孔

死
、
其

妻
守

レ
義

不

レ
嫁

。
父

母
欲

奪
而

 
 

嫁

一
レ
之
、

誓
而

不

レ
許
。

遂
作

柏

舟
之
詩

、

以
見

一
其

志

、。

と

見
え

る

が
、

『令

抄

』

の
形

の
方

が
現

行

「
詩
序

」

と

よ
く

合
致

し

て

お
り
、

『
令

集

解

』

の
提

斯

を

受

け

る

も

の
で

は

あ

ろ

う

が
、

し

か

し

『令

抄
』

は

『詩

』

の
旧
注

が

『令

』

の
解

釈
過

程

に
介
在

す

る
こ

と
を

容
認

す
る
。

又

『
日
本
書

紀
』

神
代
巻

の

「
天
孫
降

臨

」

の
段

に

「
高
千

穗
峯

」

に
降

っ
た
慶
環
杵

尊

の
行
状

を
述

べ
て

 
 

而
瞥
完

之
空

國
自

二
頓

丘

・覚

レ
國
行
去

。

と

す
る
中

の

「頓

丘
」

の
語

に
就

き
、

『纂

疏
』

は

 
 

毛
詩

日
、

丘

一
成

爲

頓

丘

・
。
言

小

山

・也

。

と

注
釈

す

る
。
傍

線

部

は

『
詩

』
「
衛

風
、

眠
」

中

の

「
迭

レ
子

渉

レ
漠

、

至

手

頓
丘

」

の
句

に
対
す

る

『毛

伝
』

の
注
語

を
引

く

も

の
で
あ

る
。

同
句

に
就

き

『詩

集
伝

』

は

「
漠
」

即

ち
漠

水

と

の
対

応

か
ら

「
頓
丘

地

名
」

と

注
釈

し

て

い
る

か
ら
、

「
頓

丘
」

を

「
小

山
」

と

一
般

的

に
択

え

る

『
纂
疏
』

の
注
釈

は
、
形

の
上

か
ら
も

訓
詰

の
内
容

か

ら
も
、

一
に
旧

注

を
拠

り
所

と
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。
但

こ
こ
で
も
既

に

『
釈

日
本
紀

』

が

『
毛
伝
』

を
引

い
て

 
 

毛
詩
第
.
日
、

丘

一
成

爲

頓

丘

・。

兼
方
案

レ
之
、

頓

ハ
早
也

。

早

ハ

 
 
瞼

也
。

言

瞼

岡

也
。

と

し

て

お
り
、

『
纂
疏

』

は

『
釈

日
本
紀

』
或

は
同
系

の
注
釈

書

を
参

照

し

た
も

の
と
思

し

い
。
兼
良

は
先
行

注

釈
書

の
提
斯

に
拠

っ
て
旧

注
を

も

用

い
、
典

拠

の
指
摘

や
訓
詰

の
考

証
と

云

っ
た
部
分

で
は
旧

注

の
そ

れ
を

許

容

し

て
い
る
。
更

に

『花

鳥
余

情
』

で
は
、

『源

氏
物

語
』

「
雲
隠
」

巻

に
就

き
、
次

の
よ

う

に
注

釈
す

る
。

 

 
抑

巻

の
名

は
か
り
あ

り

て
詞

を

み

ぬ
事

は
、

天
台

の

四
教

の
法
門

を

 

 
例

に
引

た
れ
と
、
な
を
物

と
を

き
心
ち
し
侍
り
。
俗
書

を
も

て

い
は

》
、

 

 
毛

詩

の
小
雅

の
中

に
南

咳

、
白
華

、

に
黍
、

由
庚

、
崇

丘
、

由
儀

の

 

 

六
篇

の
名

の
み
あ

り
て
詩

の
詞

は
な

し
。

こ
れ

は
逸

詩

と

い
ひ
て
、

 

 

も
と

は
詞

あ

り
し

か
う
せ

た
る

な
り
。

こ
れ

に
よ

り
東

廣
徴

と

い
ひ

 

 

し
人
詩

を

つ
く

り
入

て
補

言

の
詩

と
名

付
、

文
選

の
第

十

の
巻

に

の

 

 

せ
た
り
。

朱
晦

庵

は
笙

の
詩

と

い
ひ

て
、
樂

曲

の
名

な
れ

は
そ

の

こ

 

 

と
は
も

と
よ

り
あ

る

へ
か
ら

さ
る
と

尺
し
侍

り
。

い
か

さ
ま
篇

の
名

 

 

の

み
あ

り

て
詞

な

き
事

は
、
雲

か
く

れ

の
名

の
み
あ

り

て
そ

の
こ

と

 

 

は
な

き
と

お
な
し

か
る

へ
し
。

注

釈

中

に
引

く

『
詩
』
「
小

雅
、
南

咳

」
以

下
六

篇

は
、
『毛

伝

』
に

「有

其

義

一
而
亡

"
其
辮

」

と

さ
れ
、

『
鄭
箋

』
は

 

 
遭

・
職

國
及
秦

之
世

一
而
亡

レ
之

。
其
義

則
與

衆

篇
之

義

・合

編
故

存
。

 

 

至

毛

公

爲

詰

訓
傅

、

乃

分

衆
篇

之
義

一各

置
二
於

其

篇
端

・
云
、

 

 

又
閾

-
其

亡

者
。

以

-
見

レ
在
爲

・
レ
敷
故

、
推

改

什

首

一遂

通

耳
。

 

 

而
下
非

・孔
子

之
奮

一。

と
述

べ
て

こ

の
間

の
事
情

に
触

れ

て

い
る
が
、

『
毛

伝
』

の
作
為

を

指
摘

す
る

も

の
の
、
そ

の
詞

の
失

わ
れ

た

こ
と

に
就

て

は

『
毛

伝
』

に
異

を
唱

え
る

も

の
で
は
な

い
。
こ
れ

に
対

し

て

『詩
集

伝

』
は

「華

黍

」
の
注

に
、

『儀

礼

』

「
郷

飲

酒

礼
」

に

「
工

歌

鹿

鳴

、

四

牡
、

皇

皇

者

華

」

と
、

又

「
笙

入

一堂

下

・
馨

南

北

面

立

、

樂

・
南

咳

、

白

華
、

華

黍

」

と

、

又
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「
燕
礼

」

に

「卒

笙

入
立

一
干

縣

中

一、

奏

一南

咳

、
白

華

、
華

黍

」

と

あ
る

を
引

い
て

 

 
南

咳

以

下
今

無

。

以
考

'其

名

篇

之
義

一、

然

日
笙

、

日
樂

、

日
奏

 

 
而

不

レ
言

レ
歌

。
則
有

レ
聲

而
無

レ
詞

明
 

。

と
述

べ
、

『毛

伝

』

が

「
亡

宜
ハ辮

一」

と

す

る
立

場

を
採

ら
な

い
。

『花

鳥

余
情

』

は
こ

の
新

旧
両

注

の
対
立

点

に
関

し

て
注
意

を
喚
起

し
て

い
る

の
で
あ

る
。

『花

鳥

余
情

』

は
別

に

「
そ

の

こ
と
葉

あ
ら

は
六

條
院

の
昇

遽
を

の
す

へ
き

に
よ

り

て
雲

か
く
れ

と
は

な

つ
け
侍

り
」

と
も
述

べ
て

い

る

か
ら
、

『
詩
集

伝
』

の
如

く
本

来

そ

の
篇

目
だ

け

が
存

し
た

別

の
理
由

を
立

て
る

こ
と
は

せ
ず

、

あ
り
得

べ
き
本
文

を
仮

想

す
る
立

場

に
あ
り
、

そ

の
意
味

で
本

文
を

欠
く

『詩

』
篇

に
就

て
旧

注
が
採

る
立

場

に
合
致

し

て
い
る
。
従

っ
て
兼

良

は
自

ら

旧
注

の

『詩

』

学

に
も
通

じ
、

こ
れ
を
享

受
し

て

い
た

こ
と

は
認

め
ら

れ
な
く

て

は
な
ら

な

い
で
あ

ろ
う
。

 

し

か
し
前
段

に
挙
げ

た

『花

鳥
余

情
』

の
例

か
ら

又
別

の
意
味

を
汲

む

こ
と
も
可
能

で
あ

る
。

ま
ず

兼

良

は
新
旧

両
注

の
立
場

の
相
違

に
意
を

用

い
、

戴
然

と
弁

別

し

て
い
た

と
思

し

い
と

い
う

点
が
挙

げ

ら
れ

る
。
兼

良

が

『詩

』
篇

若
し

く
は

そ

の
注

を
引

く
場
合

、

或

は

「
詩

」
と
称

し
、

或

は

「毛
詩

」

と
記

し
て

い
る
が

、
両

者

は
概

ね

新
註

に
拠

っ
て
引

く
場
合

と
旧
注

の
場
合

と

で
分

か
れ

て
お

り
、

こ

の
こ
と

は
朱

嘉

が

「毛

」
字

を

去
り

「
詩
経
」

と
呼

称

し
た

こ
と

と
正

し
く
照

応

し
て

い
る
よ

う

に
思

わ

れ

る
。

と
す

れ
ば

『
詩
』

学

の
内
容

に
就

て
も

弁
別

が
成

さ
れ

て

い
た
は

ず

で
あ

り
、

『
花
鳥

余

情
』

の
例

に
も

そ

の
意
識

が

認

め
ら

れ

る
で
あ

ろ

う
。

更

に
云

え
ば
、

朱
注

を
引

く

こ
と

は

「
雲

隠
」

を

「逸

詩
」

に
擬

え

て
解
く
自

説

に
と

っ
て
益

な
く
、
寧

ろ
自
説

に
限
定

を
与
え
る
結

果
と
な

っ

て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
朱

注

に
触

れ
て
置

こ
う
と

す
る
兼

良

の
態
度

に
は
、

新

興

『
詩
』
学

の
成
果

と
し

て

の

『詩
集

伝
」

に

一
定

の
権
威

を
認

め
、

そ

の
所

説

に
注

意

を
払

っ
て

い
た

と

も
見

る

こ
と
が

で

き

る
。

兼
良

が

『
詩
』

篇

の
解

釈

に
就

て

『
詩

集

伝
』

を

一
つ
の
拠

り
所

と

し
、

そ

の

『詩
』

学

に
深

い
理
解

の
あ

っ
た

こ
と
は
既

述

の
引

用
例

と
併

せ

て
明
ら

か

で
あ
ろ

う
。

一
方

で
は
先

学

の
引
文

を
継

承
す

る
場
合

も
含

め

て
旧
注

の

『詩

』
学

に
も
理
解

を

示
す

が
、
新

註

と

の
恣
意

的

な
混

用
を
避

け

る

点

で
所

謂
折

衷

の
学

と

は
趣

き

を
異

に
し
、

ど

ち
ら

か
と
云

え
ば
新

註

へ

の
依

拠

に
積

極
的

で
あ

る
。

「
詩

序
」

の
枠

を

外

し

て
経

文

の
辞

句
自

体

か
ら

一
篇

の
解

を

導

く
朱
烹

の
方

法

に
学
び

、

こ
れ
を
自

ら

の
注
釈

対
象

に
も
讐

喩

的

に
適

用

し
た

点

に
、

訓

詰

の
考

証

に
止

ま

ら

な

い
兼
良

の

『詩
』

享

受

の
新

味

が
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

 

以

上
、
本

邦
中

世

に
於

け
る

『
詩
』

学

の
動
向
、

就
中

南
北

朝

期
以
降

の
新
註

享

受

に
意

を

用

い
て
そ

の
点
描

を
試

み

た
。

管

見

の
範

囲

で

は
中

世
を

通
じ

て
旧
注

の
影
響
力

が
依

然
強

く
、

新
註

だ
け

を
拠

り
所

と
す

る

『詩

』
学

の
盛
行

を
確

認

す
る

こ
と

は

で
き
な

い
。

そ

の
中

で
直

接

の
影

響
関

係
が

予
想

さ
れ

る
岐

陽
方
秀

と

一
条
兼

良

の

『
詩
集

伝
』
享
受

に
は
、

新
註

『詩

』
学

理
解

の
深

ま
り

が
窺

わ
れ

、
全
体

と
し

て

は
室

町

期
を

通

じ

て
次

第

に
そ

の
価

値
が
認

め

ら
れ

て

い

っ
た

も

の
と

思
わ

れ

る
。
そ

の

背
景

に
は
元
朝

に
於

け

る
朱

子
学

の
権

威
化

、

そ
れ

に
伴

っ
て
相
次

い
だ

新
註

に
拠

る
経
籍

の
開
離

と
云

う
現
象

が

あ

っ
た
と
予
想

さ
れ
、

こ

の
こ

と

は
現
存

の
経
籍

諸

伝
本

の
将
伝

来
状

況

か
ら

も
略
看

取

さ
れ

る

の
で
あ

る
。

既

に
芳
賀

幸

四
郎
氏

は
、

『
実
隆

公
記

』
中

に

「
毛
詩
新

注
本

」

「
毛

詩
大

全
」

の
書

名
が

見

え
、
又

清
原
宣

賢

の

『
毛
詩
抄

』

が
旧
注

を
主

に

置

き
乍

ら
朱
嘉

撰

『
詩
集

伝
』
、

呂
祖

謙
撰

『
呂
氏
家

塾
読
詩

記

』
、
厳

粟

撰

『詩
緕

』
、

劉
理

撰

『
詩
集
伝

通
釈

』
、

永
楽

勅
撰

『
詩
経

大
全

』
等

の
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所
説

を
折
衷

し

て
お
り

、
そ

の

『詩

』
学

を
景
徐

周
麟

か
ら
得

た
可

能
性

の
あ

る

こ
と
を
指
摘

し

て

お
ら
れ

る
樋
、
本

稿

に
述

べ
た
諸
例

、
特

に
岐

陽

と
兼
良

の
先
躍

は
、

こ
れ
ら
室

町
後
期

の
郡
勢

に
接

属

し
て
行

く
と

見

る

べ
き
事
例

と

し
て
注

目

さ
れ

る
。

但
、

清
家
流

の
、

折
衷

を
宗

と
す

る

経
学

と

は
趣

き

を
異

に
し
、

そ

こ
に
或

る
種

の
屈
折

も
予
想

さ
れ

る
。

そ

の
間

の
消
息

に
関

す

る
考
証

に
就

て

は
他

稿

に
期
す

る
も

の
で
あ

る
。

 

 

注

(1
) 

『史

記
』
「
孔
子
世

家
」

に

「古

者
詩

三
千
鯨
篇
、

及
レ
至
二
孔

子

[去

二
其

 

重

「、
取

レ
可

レ
施

二
於
禮
義

「。

(中
略
)

三
百
五
篇
」

と
あ
る
が
、
孔
穎

達
は

 

 
『毛
詩
正
義
』

で

「毛
詩

譜
序
」

に

「故
孔

子
録

二
蕗
王
夷

王
時
詩

亡

と
あ
る

 

 
を
疏
述

し

て

「如

二
史
記

之
言

】
則
孔
子
之
前
詩
篇
多
 
。
案

二
書

傳
所
レ
引
之

 

詩

一、
見

在
者
多

、
亡

逸
者
少
。

則
孔

子
所

レ
録
不

レ
容

二
十
分
去

…
レ
九
。

馬

 

遷
言

二
古
詩

三
千
鯨
篇

一
未
レ
可

レ
信
也

」
と
云
う
等
、
現
行

の
形

を
孔
子
が
定

 

 
め
た
と
す
る
考

え
に
は
疑
問
が
多

い
。

(2
)

足
利

学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
南

宋
紹

煕
三
年

(
=

九

二
)
両
漸
東
路
茶
塩
司
刊

 

 
『礼
記

正
義
』
黄
唐
践

に
「
六
経
疏
義
自

二
京
監
蜀
本

一
皆
省
二
正
文

及
注

一
、
又

 

篇
章

散
齪
、
覧
者
病
焉
。
本
司
善
刊

易
書
周
禮
正
繹

注
疏
、葦

二
見

一
書

}
便
二
於

 

披
繹

一、

宮
経
蜀
閾
。
紹

煕
辛
亥
仲
冬
唐
備
員
司
庚
途
取

二
毛
詩

禮
記
疏
義

…、

 

如

二
前

三
経

一
編
彙
、
精

加

二
雛
正

】
用
鏡

二
諸
木

」

と
あ

っ
て
唐
代
迄

の
諸

 

注

釈
を
合
刻

し

て
便

覧
に
供
す
る
動

き
が
窺
わ

れ
る
。

『毛
詩
』

に
就

て
は
両

 

漸

東
路
茶
塩

司
刊
本

の
伝
存
を
見

な

い
が
、
『
九
経
三
伝
沿
革
例

』
に

「
建
本

 

有
音
繹

注
疏
」
と
誌

さ
れ
た
、

同
じ
く
足
利
学
校
遺

蹟
図
書
館
蔵

〔南
宋
紹
煕

 

嘉
定
間
〕
建
安

劉
叔
剛

一
経
堂
刊

『付

釈
音
毛
詩
註
疏
』

は
経
文

の
他

『毛

伝
』

 

 

『鄭

箋
』
『
正
義

』

と
陸

元
朗

(徳

明
)
撰

『経
典
釈

文
』

の
釈
音

を
合

刻
し

 

 
た
も
の
で
あ
る
。

(3
) 

欧
陽
修

に

『詩

本
義
』、
蘇
轍

に
は

『詩
解
集

伝
』
の
著
作

が
あ
る
。

(4
) 

吉
川
弘
文
館
刊

『瀞
嗣
国
史
大
系
 
令
義
解
』

に
拠

る
。

(
5
) 

宮

内
庁
書
陵
部
蔵

〔平
安
末
期
〕
写
本

に
拠
り
、
畳
字
符
号

は
適

宜
開

い
て

 

 
示
し
た
。

(
6
) 

新
見
寛
氏

「陸
善

経

の
事
蹟

に
就

い
て
」

(『支
那
学
』
九
巻

一
号
、
昭
和

一

 

 
二
年
)
が
伝

え
る
如

く
、
陸
氏
は
唐
開
元
天
宝
年
間
頃
集
賢
院

に
あ

っ
た
。
小

 

 
槻
家
旧
蔵
国
立

故
宮
博
物
院
蔵

〔平
安
末
期
〕
写

『蒙
求
』

に
付
載
さ
れ
た
天

 

 
宝
五
年

(七

四
六
)

の
李
良

「
〔上
蒙
〕
求

表
」

に

「令

二
國
子

司
業
陸
善

纒

 

 
爲

一
レ
表
、
表
未

レ
行
」
と
あ
る

(佐
藤
道
生
氏

の
教
示

に
依

る
)。

(
7
) 

「毛
詩
正
義
』

に
就
て
は
天
理
図
書
館
蔵

〔奈
良
〕
写
本
等

に
よ

っ
て
更

に

 

 
古

く
将
来
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

(
8
) 

臨

川
書
店
刊

『補
史
料
大
成
 
台
記

三
』

に
拠

る
。

(
9
) 

『釈
註
毛
詩
』

『毛
詩
草

木
魚
虫

疏
』

『毛
詩
義
疏
』

『毛
詩
異
同
評
』

『毛
詩

 

 
表
隠
』

『毛
詩
述
義
』

『毛
詩
釈
義
』

『詩
緯
』

は

『階
書
』

「経
籍

志
」
以
下

に

 

 
見

ゆ
。

『毛
詩
纂
義

』

は

『新
唐

書
』
「芸

文
志
」
以
下

に
見

ゆ
。

「草
木

魚
轟

 

 
口
」

は

『
毛
詩

草
木

魚
虫

図
』

か
、

『新
唐

書
』

「
芸
文
志
」

以

下

に
見
ゆ
。

 

 

「
問
答
」

は

『日
本

国
見
在
書

目
録
』

に

「毛
詩

義
疏
十

四
巻
野
蜷
」

と
あ
る

 

 
も

の
か
、

不
明
。
「
詩
義
音

辮
」
は

『通
憲

入
道

書
目
録
』

に
見

ゆ
、
本

文
及

 

 
び
注

15
参
照
。

「物
性
門
類

」
は

『通
志
』
「芸
文
略
」
以
下

に
見
ゆ
、
本
文
参

 

 
照
。
「
詩
學
」

は
本
文

及
び

注
11
参
照
。
「
會
道
」
「
自
得
」

は
著
録

を
見
ず
、

 

 
不
明
。

(10
) 

『直
斎
書

録
解
題
』
に
「今
致

レ
之
、
蓋
陸
農
師
所

レ
作
埠
雅
藁
也
」
と
あ

る
。

(
11
) 

或
は

『
四
庫
閾
書

目
』

『通
志
』
「芸
文
略
」
以
下

に
見

え
る

『
毛
鄭
詩
学
』

 

 
か
。

こ
れ
も
旧
注

に
拠

る
北
宋
代
の
成
書

と
思
わ
れ
る
。

(12
) 

『詩
補
伝
』

「自
序
」

に

「
其
不
レ
通
者
、
輻
欲

三
慶

レ
序

以
就
二
己
説

一、
學

 

 
者
病
レ
之
。
補
傳
之
作
、

以
二
詩
序

一爲

レ
檬
、
兼
取
二
諸
家
之
長

こ

と
あ
る
。

(13
) 

『宇
塊
記
抄
』

の
書
目

に
就

て
は
棚
橋
光
男
氏

「転
形
期

の
王
権
ー

後
日
河

 

 
論
序
説
」

(青

木
書
店
刊

『
講
座
前
近
代

の
天
皇

1
天
皇
権

力

の
構

造
と
展
開

 

 
そ

の
ー
』
、
平
成

四
年
)

一
=
二
～

五
頁

に
言

及
が
あ

り
、
頼

長

が
漢
唐
訓
詰

 

 
学

の
超

克
を

目
指
し

て
い
た
こ
と

の

一
例

と
さ
れ
る
が
、

『詩
』

学

に
限
定

し

 

 
て
見
る

と
寧

ろ
宋
代

の
新

風
を
拒
絶

す
る
か
に
見

え
る
。

(14
) 

伏
見
宮

旧
蔵
宮
内

庁
書
陵
部
蔵

〔鎌
倉
末
期
〕
写
本

に
拠

る
。
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(15
) 

『群
書
類

従
』
所
収

『通
憲

入
道

蔵
書
目
録
』
は

「許
義
音
辮
」

に
作
る
。

 
 

「詩
」

の
本
文
が
正

し

い
こ
と

は
高
橋
伸

幸
氏

「献
煉
騰
齪
通
憲

入
道

蔵
書
目
録

 
 
に

つ
い
て

(上
)
1
群
書

類
従
本
と

の
対
校
ー
」

(『
か
が

み
』
第

一
〇
号
、
昭

 
 
和

四
〇
年

)、
同
論
文

所
収
長
澤
規
矩
也

氏
付

記
に
も
指
摘

が
あ
る
が
、

『宇
椀

 
 
記
抄
』

「要
書
目
録
」

に
よ

っ
て
明
ら
か

で
あ
る
。

(16
) 

『宋

史
』
「芸

文
志
」

に
彰
汝
砺
撰

『詩
義
』

二
十
巻
、
王
安

石
撰

『新
経

 
 
毛
詩
義

』
二
十
巻

(
『直
斎
書
録
解
題
』

は

「新
纒
詩
義

三
十
巻
」

と
す
)、
紆

 
 
王
撰

『
詩
義

外
伝
』
十

二
巻

、
趙
仲
鋭
撰

『詩
義
』
三
巻
、
茅
知
至
撰

『周
詩

 
 
義
』

二
十
巻
、
鄭
痒
撰

『詩
古

音
弁
』

一
巻

(『文
献
通
考
』

「経
籍
考
」
は

二

 
 
巻

と
す
)
等
類
似

の
書

名
が
多
く
見
出

さ
れ
る
。

(17
) 
今

枝
愛
真
氏

「
『普

門
院
蔵
書

目
録
』

と

『元
享
釈
書
』
最
古

の
写
本
-

大

 
 
道

一
以

の
筆
蹟

を

め
ぐ

っ
て
ー
」

(『田
山
方
南
華

甲
記
念

論
文
集
』
、
昭
和
三

 
 
六
年
、

田
山
方
南
華
甲
記
念

会
刊

)
所
収
、
東
福
寺
蔵

〔鎌
倉
末
期
〕
写
本
景

 
 
印

に
拠

る
。

(
18
) 
京

都
市
蔵

〔南

宋
紹

煕
年
間
〕

〔建
安
〕
宗

氏
刊

『纂
図
互

注
尚
書
』
は
東

 
 
福
寺

普
門
院

の
旧
蔵

に
か

か
り
、

『普
門
院

経
論
章
疏
語
録
儒
書

等
目
録
』

に

 
 

「
(纂
圖

互
注
)
尚
書
」

と
著
録

す
る
原
本

と
思
し

い
。
そ

の
他

静
嘉
堂
文
庫

 
 
に

〔南

宋
末
〕

〔建
安
〕
刊

『纂
図

互
注
周
礼
』、

〔南
宋
〕
〔建
安
〕
刊

『纂
図

 
 
互
注

礼
記
』
あ
り
。
敦

れ
も
本
文
中

に
述

べ
る
故
宮
博
物
院
蔵
宋
刊

『纂
図
互

 
 
注
毛
詩

』
の
体

裁

に
同
じ
く
、
旧
注

の
学

を
敷
衛
す
る
内
容

を
有

し
て

い
る
。

(19
) 

阿
部
隆

一
氏

『潴
中

国
訪
書

志
』 

(昭
和
五

八
年

、
汲
古
書
院

刊
)

の
解

 
 

題

、 

『騨
畷

階
宋
本
図

録
』 

(民
国

六
六
年
、
国
立

故
宮
博
物
院
刊

)

の
解

 
 

題
、
書
影

に
拠

っ
て
叙
述
し
た
。

(20
) 
注

17
今
枝
氏
論
文
四
六

二
頁
等
参
照
。

(21
) 

注

2
、
又
阿
部
隆

一
氏
「
日
本

国
見
在
宋
元
版
志
経
部
」
(『斯
道
文
庫
論
集
』

 
 
第

一
八
輯
、
昭
和

五
六
年
、
後

『阿
部
隆

一
遺
稿
集
 
第

一
巻
』 

(平
成
五
年
、

 
 
汲
古

書
院
刊
)
所
収

)
参
照
。
本
書

に
は
昭
和

四
九
年

汲
古
書
院
刊
行

の
景
印

 
 
本

が
あ
る
。

(22
) 
芳

賀
幸

四
郎
氏

『中

世
禅
林

の
学
問

お
よ
び
文
学

に
関

す
る
研

究
』

(昭
和

 
 
三

一
年
、
日
本
学
術
振
興
会
刊

)
九
四
頁

に
指
摘
が
あ
る
。

(23
) 

『酷
宋

楼
蔵
書
志
』
巻

五
、
『儀
顧
堂
題
蹟
』
巻

一
、

『静
嘉
堂
文

庫
宋
元
版

 

 
図
録

』

(平
成

四
年
、

汲
古
書
院
刊
)、
注

21
阿
部
氏
論
文
参

照
。

(24
)

陽

の
函

に

「論
語

精
義
三

冊
、

孟
子
精
義

三
冊
」、
雲

の
函

に

「
晦
庵
先
生

 

 
集

注
孟
子

三
冊
」
「晦
庵
大

學

一
冊
」
「晦
庵
中
庸
或
問
七
冊
、

同
大
學
或
問
三

 

 
冊
」
等
と
あ

る
。

(25
) 

注
21
阿
部
氏
論

文
参
照
。

又

『詩
集
伝
通
釈
』

は
清
原
宣
賢
撰

『毛
詩
抄
』

 

 
所
引
。

(26
) 

思
文

閣
出
版
刊

『陽

明
叢
書
記
録
文
書
編
4
 
後

深
心
院
関
白

記
』

所
収
、
陽

 

 
明
文
庫
蔵
自
筆
本
景
印

に
拠

る
。

(27
) 

芳
賀
幸

四
郎
氏

『
東
山
文
化

の
研
究
』

(昭
和

二
〇
年
、

河
出
書

房
刊
)
三

 

 
〇
六
頁
に

『後
法
興
院
政
家
記
』
を
挙
げ
て
延
徳

、
文
亀

、
永
正
度

の

「寛
永

」

 

 
案
勘
進
を
指
摘

さ
れ
る
が
、
永

和
改
元
の
際
が
初
度

に
当
た
る
。

(28
) 

柳
原
家
旧
蔵
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

〔江
戸
後
期
〕
写
本

に
拠

る
。

(29
) 

台
湾
芸
文
印
書

館
刊

『詩
集
伝
』
所
収
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵

〔南

宋
嘉
定
紹
煕

 

 
間
〕
刊
本
景
印

に
拠

る
。

(30
) 

『四
書
集

註
』
等
と
称
す

る
如

く
、
朱
嘉

は
自

ら
の
注
釈

に

「註
」
字
を
宛

 

 
て
た
。

(31
) 

注

21
指
摘

の
景
印
本

に
拠

る
。

(32
) 

正
中

元
年
十

二
月
晦

日
条

に

「論
語
湘
掛
婬

一論

語
皇
侃
邪
日丙
等

疏
井
精
義
、

 

 
朱
氏
竹
隠
注
等
、
同
自

一
至
二
抄
出
了
」
と
あ
る
。

(33
)

義

堂

周

信

の

『
空

華

日

用

工

夫

略

集

』
永

徳

元

年

十

二

月

二

日

条

に

 

 
「
君
問
二
孟

子
書

中
疑
慮

一。

孟
子
聖
人
百
世
師
、
柳
下

恵
等
事
。
余

引
一・孟
子

 

 
侃
氏
集
註

一詳

説

レ
之
」
と
、

『四
書
集
註
』
を
疏
述
し

た
元

の
侃
士
毅
撰

『
四

 

 
書
輯
釈
大
成
』

を
用

い
る
等
。

(34
) 

『鍬
駐
大
蔵
経
第
四
卜
八
巻
諸
宗
部
五
』
所
収
『仏
果
円
悟
禅
師
碧
巖
録

』
に
拠

る
。

(35
)

慶

応

義

塾

図
書

館

蔵
慶

安

三

年

京

児
島

庄
右

衛

門

刊

『碧

巖

録

紗

』

 

 
に
拠

る

。

(36
) 

注

22
芳
賀

氏
著
書
九
七
項

に
景

徐
周
麟

の

『詩
』

学
が
新

註

に
拠

る
も

の
と

 

 
の
推
測

が
示
さ
れ
て

い
る
。

(37
) 

京
都

大
学
図
書
館
清
家
文
庫
蔵

〔室
町
後
期
〕
写
本

に
拠

る
。
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(
38
) 
吉

川
弘
文
館
刊

『繍
嗣
国
史
大
系
 
日
本
書
紀
』

に
拠
る
。

(
39
) 

八
木
書
店

刊

『臥
書
鱗
善

本
叢
書
27
』
所
収
、
天
理
図
書
館
蔵
永
正
七
年
清
原

 

宣

賢
写
本
景
印

に
拠

る
。

(
40
) 
但

『纂
疏
』
が

「説
者
謂
」
と
し

て
朱
注

に
拠
る

こ
と
を
明
示
し
な

い
点

に
、
当

 

時

の

『詩

集
伝
』

一
般
化

の
度
合

が
表

れ
て
い
る
よ
う

に
も
思

わ
れ
る
。

(41
) 

拙
稿

「室
町
時
代

に
於
け

る

『事
文
類
聚
』
享
受

の
位
相
」

(『和
漢
比
較
文

 

学
』
第

=

号
、
平
成
五
年

七
月
)
六
三
頁
参
照
。

(42
) 
続

群
書

類
従
完
成
会
刊

『群
書
類
従
 
第
六
輯
』

に
拠

る
。

(
43
) 
吉

川
弘
文
館
刊

『締
嗣
国
史
大
系
 
令
集
解
』

に
拠
る
。

(
44
) 

吉

川
弘
文
館
刊

『聯
嗣
国
史
大
系
 
釈
日
本
紀
』

に
拠
る
。

(45
)

訓
詰

の
原
拠
不
明
。
或

は

「
と
み
に
」

と
訓
詰
ず

る
故

か
。

(
46
)

久

保

田
収

氏

『
中
世

神
道

の
研

究
』

(昭
和

三

四
年
、
臨

川
書

店
刊

)

は

 

 

『纂

疏
』
が

『釈

日
本
紀

』

の
影
響
下

に
あ
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
が
、
中
村

 

啓
信
氏

「日
本
書
紀
纂
疏

と
釈
日
本
紀
」

(『神
道
大
系
』
月
報
50
、
昭
和
六
〇

 

年
)

の
如

く
、
直
接

の
影
響
関
係
を
疑
う
考
え
も
あ

る
。

(
47
) 

桜

楓
社
刊

『源
氏
物
語

古
注
集
成
1
花
鳥
余
情
』

に
拠
り
、
字
体
を
私

に
改

 

 
め
た
。

(48
) 
当

該
説
は

『紫
明
抄
』

『河
海
抄
』

に
見
え
て

い
る
も

の
。

(
49
) 

台

湾
芸
文
印
書
館
刊

『十
三
経
注
疏

4
儀
礼
』
所
収
、
清
嘉
慶

二
〇
年
江
西

 

南
昌
府
学
刊

『〔重
栞
宋
本

〕
儀
礼

〔注
〕
疏

〔付
校
勘
記
〕』
景
印

に
拠

っ
た
。

(
50
) 

注

41
拙
稿

六
四
頁
参
照
。

(
51
) 

『新

元
史
』

「儒
林

伝
序

」

に

「
延
祐

開
科
遂

以
二
朱

子
之
書

・
爲
:
取

レ
士

 

 
之
規
程

・、

終

三
兀
之
世

皿莫

二
之
改

易

「焉
。
是

故
元
之
儒

者
服

二
贋

朱
子
之

 

學

一、
篤

信
謹
守
」
等
と
あ

る
。

(
52
) 
拙
稿

「『
四
書
童

子
訓
』
の
経
学
と
そ
の
淵
源
」

(『中
世
文
学
』
第

三
九
号
、

 

平
成

六
年

六
月
)

一
二
七

・

一
三
〇
頁
参
照
。

(
53
) 

注

27
芳

賀
氏
著
書
三
〇

三
頁
、

又
注

15
芳
賀
氏
著
書
九
七
頁
参
照
。

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

(す

み
よ
し
 

と
も

ひ
ご
)
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